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２．研究業績要旨（1,000 字以内） 

 天然界に存在する多価不飽和脂肪酸の中には、構造中に共役二

重 結 合 を 有 す る も の が 存 在 す る 。 そ れ ら は 共 役 脂 肪 酸 と 総 称 さ

れ、天然界では稀少な存在であるため有用脂肪酸としての価値は

評 価 さ れ て こ な か っ た 。 本 研 究 で は 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 中 心 と し

た、共役脂肪酸の機能性食品素材としての価値を見出すため、そ

の分析法を開発するとともに、生理機能探索と作用機構解明を実

施し、新たに以下の知見を見いだした。  

（ １）一般に脂肪酸をガスクロマトグラフィー分析する際の前処

理には酸触媒を用いたメチル化が行われるが、共役リノール酸は

共 役 構 造 に 変 化 を 生 じ る た め こ の 方 法 が 利 用 で き な い こ と を 示

した。そして問題点を解決するためには DMF や DMSO の 共 存、温
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度および反応時間の最適化が有効であることを示した。  

（ ２）共役リノール酸の新規な生理機能として脾臓、腸間膜リン

パ節リンパ球の抗体産生増強効果を示した。さらに、IgE 抗 体産

生抑制、炎症性メディエーター産生抑制効果を通じ、抗アレルギ

ー活性を発揮する食品素材としての有用性を示した。共役リノー

ル 酸 に は 複 数 の 異 性 体 が あ り 、 抗 体 産 生 増 強 効 果 は trans10,  

cis12 型 に よ って発揮される作用であることを明らかにした。抗

体 産 生 増 強 効 果 は 共 役 ト リ エ ン 酸 の 一 種 で あ る プ ニ カ 酸 を 含 有

するザクロ種子油にも認められ 、共役脂肪酸の免疫増強活性を示

した。  

（ ３ ）共役脂肪酸のガン予防効果 に着目し、 trans10,  cis12 型

共 役リノール酸が肝臓ガン細胞にアポトーシス誘導効果を持ち、

正常細胞への毒性は低いことを明らかとした。食品への応用を考

慮 し 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 と 他 成 分 と の 相 互 作 用 に も 着 目 し た と こ

ろ、モノ不飽和脂肪酸やビタミン E が 共役リノール酸の作用を干

渉 す る こ と を 明 ら か と し た 。 さ ら に 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 は

Hypoxia- induci ble  fact or -α の 安 定化を抑制することで、ガン

細胞の低酸素状態への適応を阻害することを明らかとし、低酸素

下では共役リノール酸の抗ガン活性が高まることを示した。  

 以 上より、共役脂肪酸の機能性食品への応用に関する研究を実

施し、その有用性を示してきた。現在は、共役脂肪酸を含む遺伝

資源探索を進めるとともに、栄養生化学的手法を用い たさらなる

機 能 性 解 明 と 共 役 脂 肪 酸 の ナ ノ 化 と い っ た 加 工 処 理 法 の 開 発 を

通 じ て 共 役 脂 肪 酸 の 機 能 性 を 効 率 的 に 発 揮 さ せ る 方 法 に つ い て

鋭意検討を進めている。  
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